
懇談会を踏まえた対応② （例：画像診断支援）

（病理診断の例）
• 病理医の負担軽減
• 迅速かつ適切な診断支援 等が期待される。

AMED補助金にて実施

＜病理医の日米比較＞

医師数：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」2015年12月
日本：日本病理学会2016年8月末現在データ
アメリカ：Pathologist Workforce in the US, Arch Pathol Lab Med,2015

・平成28年度補正予算：約4.9億円
・平成29年度調整費：約2.6億円

病理学会が
企業等の協力のもと開発

日本病理学会
データベース

病理画像
診断名

AI診断支援
システム開発

医療現場への
フィードバック

8万枚
(平成30年2月時点)

(外部委託業者にて保存)

内視鏡、放射線、
眼科についても
同様に実施中

AIを用いた
解析

32病院
(平成30年2月時点)

日本 アメリカ

病理専門医数 2,404 18,000

全医師に占める割合 0.76% 3.14%

アメリカとの比
（対人口10万人）

32.1 100

第１回 保健医療分野AI開発加速コンソーシアム（平成30年7月23日）資料2「保健医療分野における AI開発の方向性について」より作成


